
抜かりのない支援を実現するために強化すべき機能 資料３－２

　現在行われている各支援主体間でのチーム支援の在り方や支援方針・支援方法の校種間の引き継ぎ、学校・関係機関の連携方
法について、さらに改善や強化ができるのではないか？

支援主体

発達段階

　児童相談所
〇虐待・養育・保健・障害・非行等
　に関する相談

　療育福祉センター
〇心身の発達や障害、療育、
　福祉等に関する相談

　精神保健福祉センター
〇自殺予防・引きこもり等、精神保健
　及び精神障害者福祉に関する相談

　女性相談支援センター
（配偶者暴力相談支援センター）
〇配偶者からの暴力・女性の悩み

　　に関する相談

弁護士会
〇いじめ、人権問題、親子関係、
民事、刑事等法律に関わる相談

県警少年サポートセンター
〇非行・青少年の問題行動（ネッ トい
　じめを含む）に関する相談

　法務局
〇いじめ・ネット問題等の子ども　
　の人権問題に関する相談

若者サポートステーション
〇就学・就業支援に関する相談
 

支援主体 主な関係機関

〇　校種間の引き継ぎ、各支援主体間のチーム支援、学校・関係機関の連携について円滑に機能しているか点検を行い課題を把
　握する。
〇　把握した課題ひとつひとつについて改善策を講じ、抜かりのない支援を実現する。
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情報の引き継ぎ

　　　　　　　　　　情報提供・相談接続依頼・支援協力
○相談の主訴（課題）                　 ○児童生徒及び保護者の意向
○児童生徒の実態（性格・生活・行動等）    ○関係機関の判断（見立て・診断等）　　
〇支援の方針                     　　○支援リソース（人的・物的資源）の状況等
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情報提供・支援協力  ○児童生徒及び保護者の状況    ○支援方針の助言
                   〇校内支援会の支援

　心の教育センター
〇いじめ・不登校・暴力行為等に　
　関する相談

※機関によって支援対象となる年齢
　は異なる

関係機関同士が連携して速やかに支援を行うことができるように関係を強化
相談・支援依頼　　○相談の主訴（課題）　○児童生徒及び保護者の意向
　　　　　　　　 ○児童生徒の実態（性格・生活・行動等）等
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